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本研究は、制ガン機能基をもつ高分子などから球状、梯子状、編目状などの

様々な構造を分子組織化で構築し、新たな医薬「自己組織化薬」を創出しよう

とするものである。 
機能分子の自己組織化を通じ、これまでの薬物送達（ドラッグデリバリーシ

ステム（DDS））を超える革新的創薬を目指す挑戦的研究計画であり、新規の

薬物開発とともに、医工連携に基づく、化学、生物学、医学などに拡がる新た

な学術の展開が期待される。 

 
 


